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建設資材価格指数は、建設工事で使用される資材についてその価格変動を総合的に捉えることを目的とした指数です。年々
変化する建設工事の内容に対応した総体的な価格変動を表す総合資材価格指数として、価格変動に係わる資料や効率的な
資材確保の資料等としてご利用下さい。

部⾨別 主な指数の動き（主要10都市）

指数の推移（2026年2⽉調査）
全国・2020年度平均＝100

指数の詳細な計算結果はこちら
https://www.zai-keicho.or.jp/service/build/price/

指数集計対象資材の市況

指数に関するお問い合わせ先

2月調査に基づく建設資材価格指数は、建築・土木総合で前月比0.6ポイントプラスの143.4となり、過去最高値を更新した。
また、建築指数は前月比0.6、土木指数は同0.5といずれも上昇し、特に土木指数は2カ月連続で最高値を更新している。これ
らの指標から、上昇幅は小幅ながらも資材価格は総じて緩やかな上昇基調が継続している状況がうかがえる。 2月の指数上
昇に大きく寄与したのは福岡地区の生コンクリート価格の上昇。生コンクリートは、協同組合が継続的な市況改善に向け、十
分な周知期間を確保したうえで値上げを実施する動きが主要都市を中心に見られており、地区ごとの上昇頻度は高くないも
のの、全国的には今後も上昇基調が続くと予測される。そのため、足元の指数の上昇トレンドは、当面続くとみられる。
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前⽉⽐ マイナス前⽉⽐ プラス

●瀝⻘材︓-1.5仙台、-1.3札幌、-1.2新潟・広島・⾼松・
福岡、-1.0名古屋・⼤阪、-0.9那覇、-0.8東京

●⽣コンクリート︓+18.8福岡
●コンクリート⼆次製品︓+6.6札幌、+1.8⼤阪
●普通鋼鋼材︓+0.4仙台・東京・新潟、+0.3福岡

●⽣コンクリート︓+18.5福岡
●コンクリート⼆次製品︓+9.7札幌
●普通鋼鋼材︓+0.7仙台・新潟、+0.5東京・福岡

●瀝⻘材︓-3.0仙台・東京・名古屋・⼤阪・広島・福岡、
-2.8札幌・新潟・⾼松、-2.2那覇

●⽣コンクリート︓+19.4福岡
●コンクリート⼆次製品︓+5.4⼤阪、+3.3札幌
●普通鋼鋼材︓+0.1仙台・福岡
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+2.8+0.6143.4
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※今回から直近年度の統計資料等に基づくウェイト更新を実施しています
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